
1 

 

日付 令和５年 11 月 14 日（火） 

担当課 消防局総務課 

電話番号 0742-35-1199 

                                      

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県初の取り組み！増え続ける救急出場でも万全の体制を整えます 

救急出場多発時等におけるコンビニ利用の運用開始 

全国的に救急需要が顕著に増加しており、本市でも、昨年の救急出場件数が過去最多を

記録しました。特に近年では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大や、猛暑による熱

中症などにより、救急車の連続出場が多発し、救急隊員の休憩時間を十分確保できない

状況が頻発しました。このことから、救急隊等が連続出場により水分等が摂れない場合

にコンビニエンスストアを利用し、救急隊員の体調管理を万全に図り、市民の安全・安

心を守ります。 

この取組みは、奈良県内の消防本部では初めて実施します。 

トピックス 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大や猛暑による熱中症などにより、救急出場件数 

が増加し、救急隊員の休憩時間を十分確保できない状況が頻発。 

・出場件数は、令和４年の 22,992 件に続き、令和５年も過去最多更新が予想される。 

出場してから戻るまでに最大 9 時間を要する事案も発生。 

・各コンビニエンスストア事業者のご協力のもと、奈良市内全域 126 店舗及び近郊のコンビニ 

 が、救急隊員の体力回復・最低限の水分補給等を目的に利用可能に。 

報道資料 

Press release 

▶コンビニ利用の際には、市民の皆様の 

見えるところに掲示板をかかげます 
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１．運用開始の現状について                             

奈良市では救急出場件数の増加が顕著となっており、救急隊員の休憩時間を十分確保できない状

況が頻発しています。 

 

■出場件数（令和３年～５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■出場から帰署までの最大時間（令和元年～５年） 

年 最大時間 

令和元年 4 時間 39 分 

令和 2 年 5 時間 18 分 

令和 3 年 5 時間 43 分 

令和 4 年 9 時間 21 分 

令和 5 年（9 月まで） 9 時間 39 分 

 

■活動時間が２時間以上の搬送人員（令和元年～５年） 

年 2 時間以上（全搬送人員） 割合 

令和元年 540 人（19,101 人） 2.80% 

令和 2 年 563 人（17,056 人） 3.30% 

令和 3 年 780 人（18,028 人） 4.30% 

令和 4 年 1,237 人（20,017 人） 6.20% 

令和 5 年（9 月まで） 709 人（15,671 人） 4.50% 

 

 

 

◀令和４年の救急出場件数は、令和３年と比べて 3,230

件の増加となっており、過去最多に。 

 

令和5年1月から10月までの救急出場件数についても、

前年同時期と比較すると 1,233 件の増加になっており、

過去最多の出場が予想される。 

◀出場件数の増加に伴い、複数回連続出場し消防署へ

帰れない状況が発生している。令和４年・５年につい

ては、出場してから戻るまでに最大 9 時間を要する事

案も発生している。また、救急車１台が 24 時間で最

多出場した回数が「17 回」を数えたケースもあった。 

 

▲活動時間が２時間以上の搬送人員についても、新型コロナウイルス感染症への対応等のため、

人数・割合ともに増加傾向にある。 
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２．内容について                            

複数回連続出場し、消防署へ長時間帰れない状況が発生した場合、救急隊員の体力回復、最低限

の水分補給等を目的としてコンビニエンスストアを利用します。市民の皆様のご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。 

 

■運用開始日 

令和 5 年 11 月 15 日（水） 

■運用詳細 

 ・各コンビニエンスストア事業者のご理解とご協力のもと、今回の運用を開始。各事業者のフ

ランチャイズ店舗にも実施について周知いただいています。 

・利用シーンとしては、持参の飲料水をすべて消費した場合や自動販売機等の設備がない場合

の飲料購入、おにぎり等の軽食購入、緊急的にトイレを利用する等が想定されます。 

・出場体制を確保する必要から、車は常に出場しやすいよう駐車し、利用者が安心できるよう、

車両のフロントガラス等に表示板を掲載します。 

■利用地域  

奈良市内全域および近郊のコンビニエンスストアを利用 

参考：奈良市内のコンビニエンストアの店舗数 

     ・セブンイレブン   32 店舗（駅ナカを除く） 

     ・ローソン      38 店舗 

     ・ファミリーマート  44 店舗 

     ・ディリーヤマザキ  10 店舗 

     ・ミニストップ     ２店舗      合計 126 店 

 

■利用時のルール 

(1) 車両には必ず１名が待機し、出場要請に速やかに対応 

できる態勢をとります。 

(2) 入店の際は、感染防護衣やヘルメットは着装しません。 

(3) 駐車スペースに駐車し、長時間の駐車はしません。 

(4) 市民等より問われた場合には丁寧に説明し理解を得ます。 

(5) 利用の際は、「立ち寄り中」などの表示板を掲示します。 

 

 

 

 

 

救急隊員等が

水分・食事摂取のため

コンビニエンスストアを

利用します。

消防局からのお知らせ

ご理解をお願いします。

Convenience Store

奈良市消防局

出動体制を整えて

利用します。

▶このようなポスター等で、市民の皆様へ

も制度を周知し、ご理解と協力をお願いし

ていきます 


